
金

融

機

関

の

店

舗

減

少

に

歯

止

め

が

か

か

ら

な

い
。

メ

ガ

バ

ン

ク

と

さ

れ

る

三

井

住

友

銀

行

、

三

菱

Ｕ

Ｆ

Ｊ

銀

行

は

90
年

代

の

ピ
ー

ク

時

に

は

と

も

に

１

０

０

０

店

舗

を

数

え

た

が

、

２

０

２

２

年

に

は

い

ず

れ

も

４

０

０

店

舗

前

後

に

な

っ

た

。

減

少

率

お

お

む

ね

６

割

で

あ

る

。

過

半

の

店

舗

が

店

を

閉

じ

た

こ

と

に

な

る

。統

計

数

値

を

み

る

と

、

２

０

０

０

年

か

ら

２

０

２

１

年

の

間

に

預

金

取

扱

金

融

機

関

の

店

舗

数

は

拠

点

数

ベ

ー

ス

で

２

６

９

８

７

か

ら

１

９

７

３

９

店

舗

に

減

少

、

減

少

数

は

７

２

４

８

、

減

少

率

は

27

％

で

あ

る

。

内

訳

を

見

る

と

、

都

銀

等

の

大

手

銀

行

が

３

３

１

０

店

舗

か

ら

１

８

２

５

店

舗

へ

45
％

の

減

少
、

地

銀

、

第

二

地

銀

の

「

地

域

銀

行

」

が

１

２

１

１

４

店

舗

か

ら

８

８

４

５

店

舗

へ

と

27

％

の

減

少

、

そ

し

て

、

信

金

・

信

組

・

労

金

の

協

同

組

織

金

融

機

関

が

１

１

５

６

３

店

舗

か

ら

９

０

６

９

店

舗

へ

と

22

％

の

減

少

で

あ

る

。

金

融

機

関

の

店

舗

数

増

減

は

、

廃

店

数

と

出

店

数

を

差

し

引

い

た

結

果

だ

か

ら

、

店

を

閉

め

た

金

融

店

舗

数

は

も

っ

と

多

い

。

こ

の

期

間

の

廃

店

数

合

計

は

８

９

４

９

、

２

０

０

０

年

に

存

在

し

た

店

舗

の

33

％

が

消

滅

し

た

こ

と

に

な

る

。ち

な

み

に

Ｊ

Ａ

は

ど

う

か

。

総

合

農

協

統

計

表

に

よ

れ

ば

、

２

０

２

１

年

度

末

の

Ｊ

Ａ

の

信

用

事

業

を

取

り

扱

う

店

舗

数

は

６

５

９

９

カ

所

で

あ

る

。

20

年

前

の

２

０

０

０

年

に

は

１

４

０

９

３

で

あ

っ

た

か

ら

、

減

少

数

は

７

４

９

４

カ

所

、

減

少

率

53
％

と

な

る

。

預

金

取

扱

金

融

機

関

全

体

の

減

少

率

を

大

幅

に

上

回

る

急

激

な

減

少

で

あ

る

。

そ

の

意

味

す

る

こ

と

は

何

か

。

一

つ

は

、

対

面

接

点

と

し

て

の

金

融

店

舗

の

必

要

度

が

急

激

に

減

退

し

て

い

る

こ

と

で

あ

る

。

す

で

に

団

塊

の

世

代

ま

で

は

ス

マ

ホ

を

使

い

こ

な

す

世

代

と

み

て

よ

い

。

デ

ジ

タ

ル

弱

者

問

題

は

残

る

が

、

10

年

後

に

ど

の

程

度

の

人
が
金
融
機
関
の
対
面
チ
ャ

ネ

ル

を

必

要

と

す

る

だ

ろ

う

か

。

Ｊ

Ａ

の

支

店

統

廃

合

で

新

た

な

金

融

店

舗

を

作

っ

て

も

、

10

年

後

に

再

統

合

の

憂

き

目

に

遭

う

か

も

し

れ

な

い

。

も

う

一

つ

は

、

Ｊ

Ａ

の

支

店

機

能

、

拠

点

機

能

と

は

何

か

を

あ

ら

た

め

て

検

討

す

る

こ

と

の

重

要

性

で

あ

る

。

他

の

金

融

機

関

と

違

っ

て

、

Ｊ

Ａ

支

店

は

事

業

拠

点

で

あ

る

と

と

も

に
、

組

合

員

と

地

域

の

人

た

ち

の

組

織

拠

点

で

も

あ

る

。

金

融

拠

点

機

能

を

失

っ

た

ら

組

織

拠

点

機

能

も

必

要

な

く

な

る

わ

け

で

は

な

い
。

組

合

員

と

地

域

に

と

っ

て

必

要

な

拠

点

性

と

は

何

か
、

支

店

が

具

備

す

べ

き

地

域

の

「

拠

り

所

」

と

し

て

の

機

能

と

は

何

か

、

組

合

員
、

地
域
の
人
々
と
と
も
に
じ
っ

く

り

と

考

え

て

み

て

は

ど

う

か

。

Ｊ

Ａ

の

頑

張

り

ど

こ

ろ

、

知

恵

の

出

し

ど

こ

ろ

で

あ

る

。

（
当
セ
ン
タ
ー
会
長
理
事
）

１

９

５

９

年

に

設

立

さ

れ

、

65
年

目

を

迎

え

る

由

緒

あ

る

近

畿

農

協

研

究

会

の

事

務

局

長

を

、

現

会

長

の

北

川

太

一

先

生

の

後

を

継

い

で

２

０

２

２

年

度

か

ら

務

め

さ

せ

て

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

。

大

学

院

生

の

時

に

南

部

ア

フ

リ

カ

（

ナ

ミ

ビ

ア

・

タ

ン

ザ

ニ

ア

）

の

農

村

協

同

組

合

の

開

発

・

役

割

に

つ

い

て

研

究
し
て
い
た
た
め

１

年

間
、

事

務

局

員

を

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

そ

の

後

し

ば

ら

く

、

協

同

組

合

研

究
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セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

店

舗

統

廃

合

の

先

を

ど

う

見

通

す

か

ー

「

拠

り

所

」

と

し

て

の

機

能

再

構

築

を

増
田
佳
昭

近

畿

農

協

研

究

会

の

概

況

辻
村
英
之



か

ら

離

れ

て

お

り

ま

し

た

が
、
生
協
と
農
協
の
産
直
・

産

消

提

携

に

つ

い

て

研

究

を

は

じ

め

た

20

年

前

く

ら

い

か

ら

ず

っ

と

、

運

営

委

員

を

仰

せ

つ

か

っ

て

お

り

ま

す

。

ま

た

７

年

ほ

ど

前

に

２

年

間

、

事

務

局

補

佐

を

拝

命

し

、

事

務

局

長

の

見

習

い

を

す

る

機

会

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

現

在

は

、

そ

の

産

直

・

産

消

提

携

な

ど

「

協

同

組

合

間

協

同

」

「

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

へ

の

関

与

」

を

、

社

会

的

連

帯

経

済

研

究

の

一

環
と
し
て
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド

、

企

業

の

社

会

的

責

任

(

Ｃ
Ｓ
Ｒ
・
Ｃ
Ｓ
Ｖ)

事
業
、

有

機

農

産

物

の

Ｃ

Ｓ

Ａ

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ポ
ー

テ

ィ

ッ

ド

・

ア

グ

リ

カ

ル

チ

ャ

ー

）

、

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

、

家

族

農

業

経

営

な

ど

と

と

も

に

重

要

な

研

究

対

象

と

し

て

位

置

づ

け

て

お

り

ま

す

。

２

０

２

２

～

２

３

年

度

研

究

大

会

の

「

協

同

組

合

の

ア

イ

デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

を

考

え

る

」

と

い

う

テ

ー

マ

は

、

前

事

務

局

長

（

北

川

先

生

）

か

ら

引

き

継

い

だ

も

の

で

す

が

、

そ

こ

で

「

地

域

に

根

ざ

し

た

事

業

の
存
在
意
義
」
（

22
年
度
）

と

「

自

助

・

連

帯

の

ア

イ

デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

」

（

23
年

度

）

に

焦

点

を

当

て

た

の

は

、

上

記

の

よ

う

に

私

が

強

い

興

味

を

抱

い

て

い

る

か
ら
で
す
。

し

か

し

な

が

ら

近

年

の

研

究

会

は

、

Ｊ

Ａ

全

国

大

会

で

提

示

さ

れ

る

３

年

間

の

Ｊ

Ａ

グ

ル

ー

プ

の

運

動

方

針

を

め

ぐ

り

、

Ｊ

Ａ

の

役

職

員

を

中

心

と

し

た

実

践

家

と

Ｊ

Ａ

の

研

究

者

の

「

協

働

」

と

し

て

報

告

・

討

議

を

行

う

も

の

で

あ

る

と

理

解

し

て

お

り

ま

す

。

そ

こ

で

本

年

度

は

、

年

間

統

一

テ

ー

マ

（

仮

題

）

と

し

て

「

Ｊ

Ａ

グ

ル

ー

プ

の

存

在

意

義

を

高

め

る

─

『

食

と

農

を

支

え

、

地

域

社

会

を

豊

か

に

す

る

』

た

め
の
総
合
事
業
の
強
化
─
」

を

掲

げ

、

下

記

の

要

領

で

研

究

会

を

開

催

い

た

し

ま

す

。

第

１

回

研

究

例

会

は
、

「

持

続

可

能

な

農

業

の

実

現

に

向

け

た

Ｊ

Ａ

の

役

割

を

考

え

る

─

食

料

安

全

保

障

の

実

現

の

た

め

に

─

（

仮

題

）

」

を

テ

ー

マ

と

し

て

、

８

月

23
日

（

金

）

に

奈

良

市

に

お

い

て

開

催

す

る

予

定

で

す

。

第

２

回

研

究

例

会

は

、

「

協

同

組

合

と

し

て

の

地

域

社

会

の

活

性

化

に

向

け

た

Ｊ

Ａ

の

役

割

を

考

え

る

─

Ｊ

Ａ

の

総

合

事

業

を

活

か

し

た

活

性
化
の
課
題
─
（
仮
題
）
」

を

テ

ー

マ

と

し

て

、

11
月

６

日

（

水

）

に

大

津

市

に

お

い

て

開

催

す

る

予

定

で

す

。

そ

し

て

本

年

度

の

研

究

大

会

は

、

「

総

合

事

業

の

力

に

よ

る

食

農

と

地

域

社

会

の

支

え

方

─

そ

の

現

状

と

課

題

─

（

仮

題

）

」

を

テ

ー

マ

と

し

て

、

２

月

27
日

（

木

）

に

京

都

市

に

お

い

て

開

催

す

る

予

定

で

す
。し

ば

ら

く

ハ

イ

フ

レ

ッ

ク

ス

方

式

で

の

研

究

会

を

開

催

し

て

お

り

ま

し

た

が
、

事

務

局

の

負

担

を

か

ん

が

み

、

本

年

度

か

ら

対

面

中

心

の

研

究

会

開

催

に

戻

り

ま

す

。

オ

ン

ラ

イ

ン

開

催

で

は

活

発

な

討

議

が

生

じ

に

く

い

と

い

う

理

由

も

あ

り

ま

す

。

し

か

し

１

人

で

も

多

く

の

皆

さ

ん

に

ご

参

加

い

た

だ

き

た

く

、

十

分

な

ケ

ア

は

で

き

ま

せ

ん

が

そ

れ

ゆ

え

安

価

に

し

て

、

可

能

な

範

囲

で

オ

ン

ラ

イ

ン

参

加

の

可

能

性

を

残

し

た

い

と

個

人

的

に

は

考

え

て

お

り

ま

す

。

多

く

の

皆

さ

ま

の

ご

参

加

を

よ

ろ

し

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す
。

（

事

務

局

長

・

京

都

大

学

農

学

研

究

科

教

授

）

今

回

紹

介

す

る

調

査

研

究

は

、

令

和

５

年

度

に

岩

手

中

央

農

業

協

同

組

合

（

以

下

、

Ｊ

Ａ

い

わ

て

中

央

）

か

ら

委

託

さ

れ

た

「

Ｊ
Ａ

い

わ

て
中

央

『

10

年

後

農

業

ビ

ジ

ョ

ン

』

策

定

支

援

に

関

す

る

相

談

受

託

」

で

、

当

セ

ン

タ

ー

の

増

田

会

長

（

滋

賀

県

立

大

学

名

誉

教

授

）

を

主

査

と

し

、

滋

賀

県

立

大

学

名

誉

教

授

で

当

セ

ン

タ

ー

顧

問

の

小

池

恒

男

氏

、

新

潟

大

学

名

誉

教

授

の

青

柳

斉

氏

に
協
力
を
仰
ぎ
、
セ
ン
タ
ー

職
員
で
取
り
組
ん
だ
。

本
事
業
の
課
題
は
、
テ
ー

マ

よ

り

①

管

内

農

業

を

取

り

巻

く

現

状

分

析

と

課

題

の

助

言

・

支

援

、

②

管

内

農

業

を

め

ぐ

る

今

後

10
年

の

情

勢

変

化

の

基

調

分

析

と

課

題

の

助

言

・

支

援

、

の

２

つ

を

設

定

し

た

。

今

後

10
年

間

の

環

境

変

化

の

見

通

し

に

つ

い

て

は

、

日

本

経

済

を

は

じ

め

、

世

界

的

な

食

料

・

農

業

、

日

本

農

業

か

ら

、

品

目

別

需

給

と

価

格

、

そ

し

て

Ｊ

Ａ

い

わ

て

中

央

管

内

の

地

域

経

済

の

動

向

の

そ

れ

ぞ

れ

の

見
通
し
を
、
既
存
の
資
料
・

デ

ー

タ

を

元

に

分

析

し

た
。

さ

ら

に

、

昨

年

度

、

Ｊ

Ａ

い

わ

て

中

央

が

実

施

し

た

正

組

合

員

ア

ン

ケ

ー

ト

結

果

を

再

集

計

・

分

析

す

る

こ

と

に

よ

り

、

経

営

状

況

や

、

地

域

別

の

品

目

展

開
、

今

後

の

意

向

な

ど

か

ら

課

題
を
確
認
し
た
。

こ

れ

ら

の

分

析

結

果

を

踏

ま

え

て

、

Ｊ

Ａ

い

わ

て

中

央

が

策

定

す

る

地

域

農

業

ビ

ジ

ョ

ン

に

つ

い

て

は
、

組

織

構

造

の

変

化

や

事

業

実

績

を

は

じ

め

、

地

区

毎

の
特
色
を
反
映
し
た
ビ
ジ
ョ

ン

の

見

直

し

、

ま

た

管

内

行

政

が

主

体

的

に

策

定

す

る

と

さ

れ

て

い

る

「

地

域

計

画

」

に

つ

い

て

も

、

Ｊ

Ａ

い

わ

て

中

央

と

し

て

の

対

応

に

つ

い

て

明

確

に

す

る

必

要

が

あ

る

こ

と

を

提

起
し
た
。

ま

た

、

今

後

10
年

を

見

通

し

た

Ｊ

Ａ

い

わ

て

中

央
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調

査

研

究

事

業

の

紹

介

津
田

将

Ｊ

Ａ

い

わ

て

中

央

相

談

受

託

調

査



の

対

応

と

し

て

、

単

な

る

「

合

理

化

・

効

率

化

」

や

「

適

応

」

だ

け

で

な

く

、

さ

ら

な

る

「

攻

め

の

事

業

戦

略

」

が

必

要

で

あ

る

こ

と

と

併

せ

て

、

主

力

品

目

で

あ

る

米

に

か

わ

る

有

利

販

売

が

可

能

な

品

目

の

開

発

や

、

実

需

者

ニ

ー

ズ

に

対

応

し

た

商

品

づ

く

り

に

つ

い

て

も

、

こ

れ

ま

で

以

上

に

取

り

組

む

必

要

が

あ

る
と
提
起
し
た
。

（

当
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）

７
月

17
日
（
水
）
～

19

日

（

金

）

、

京

都

Ｊ

Ａ

ビ

ル
で
開
催
し
ま
す
。

報

告

は

「

人

口

減

少

時

代

に

お

け

る

ま

ち

づ

く

り

―

深

刻

化

す

る

少

子

化

問

題
と
デ
ジ
タ
ル
構
想
の
ゆ
く

え
―
」
中
山
徹
氏
（
奈
良
女

子
大
学
名
誉
教
授
）
、
「
コ
ー

プ
こ
う
べ
の
人
づ
く
り
方
針

と
実
践
―
理
念
浸
透
に
向
け
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農

業

の

多

面

的

機

能

に

は

、

洪

水

防

止

、

土

砂

崩

壊

防

止

な

ど

の

防

災

機

能
、

地

下

水

涵

養

な

ど

の

水

の

保

全

機

能

、

大

気

調

節

の

よ

う

な

緩

和

機

能

、

生

物

多

様

性

や

農

地

空

間

を

守

る

保

全

機

能

、

伝

統

文

化

や

地

域

社

会

の

振

興

に

か

か

わ

る

社

会

的

機

能

、

癒

し

や

学

び

の

場

を

提

供

す

る

人

間

的

機

能

な

ど

が

あ

る

。こ

れ

ら

の

多

面

的

機

能

は

、

Ｗ

Ｔ

Ｏ

農

業

協

定

に

対

す

る

国

内

農

業

保

護

の

論

拠

と

し

て

登

場

し

た

。

１
９
９
９
年
成
立
の
食
料
・

農

業

・

農

村

基

本

法

に

環

境

を

め

ぐ

る

多

面

的

機

能

論

が

盛

り

込

ま

れ

た

の

は
、

こ

の

主

張

を

裏

づ

け

る

た

め

の

政

策

的

措

置

を

示

す

必

要

に

迫

ら

れ

た

か

ら

だ

と

も
い

え

る

。

多

面

的

機

能

の

主

張

は
、

お

り

し

も

国

連

で

行

わ

れ

て

い

た

「

ミ

レ

ニ

ア

ム

生

態

系

評

価

」

と

重

な

り

合

う

面

も

あ

っ

て

、

国

際

的

に

も

そ

れ

な

り

の

共

感

を

得

る

可

能

性

が

あ

っ

た

。

ミ

レ

ニ

ア

ム

生

態

系

評

価

で

は

、

生

態

系

の

も

た

ら

す

恵

み

を

、

供

給

、

調

整
、

生

息

・

生

息

地

、

文

化

的

の

４

つ

の

サ

ー

ビ

ス

に

分

類

し

た

。

こ

れ

ら

の

う

ち
、

供

給

サ

ー

ビ

ス

に

は

市

場

で

取

引

さ

れ

る

も

の

が

多

い

が

、

他

の

３

つ

は

公

共

財

・

準

公

共

財

的

な

性

格

が

強

く

、

市

場

メ

カ

ニ

ズ

ム

だ

け

で

は

十

分

に

提

供

さ

れ

な

い

。

そ

こ

に

、

公

共
財
・
準
公
共
財
的
な
サ
ー

ビ

ス

を

確

保

す

る

た

め

の

政

策

的

干

渉

が

正

当

化

さ

れ

る

理

由

が

あ
る

。

そ

れ

な

の

に

99
年

基

本

法

は

、

調

整

サ

ー

ビ

ス

に

位

置

付

け

ら

れ

る

洪

水

防

止

な

ど

の

防

災

機

能

や

水

の

保

全

機

能

な

ど

物

理

的

な

側

面

を

多

面

的

機

能

と

し

て

位

置

づ

け

る

に

と

ど

ま

り

、

生

物

多

様

性

保

全

や

文

化

的

サ

ー

ビ

ス

は

無

視

さ

れ

て
し

ま

っ

た

。

今

回

の

99
年

基

本

法

の

改

訂

は

こ

の

ギ

ャ

ッ

プ

を

埋

め

る

格

好

の

チ

ャ

ン

ス

だ

っ

た

が

、

重

点

は

脱

炭

素

化

を

中

心

と

す

る
環
境
負
荷
の
低
減
に
移
っ

て

し

ま

っ

た

。

99
年

基

本

法

は

、

ど

の

よ

う

な

農

業

で

あ

れ

、

営

農

す

る

こ

と

が

自

動

的

に

多

面

的

機

能

の

発

揮

に

結

び

つ

く

と

い

う

認

識

を

持

っ

て

い

た
。

そ

れ

に

対

し

、

改

訂

基

本

法

は

、

農

業

が

環

境

負

荷

を

与

え

て

い

る

こ

と

を

公

式

に

初

め

て

認

め

た

。

環

境

に

関

す

る

農

業

の

位

置

づ

け

が

、

１

８

０

度

の

転

換

を

し

た

の

で

あ

る

。

そ

の

こ

と

自

身

は

正

当

に

評

価

す

べ

き

で

あ
る

。

し
か
し
こ
の
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ

ク

な

転

換

の

中

で

、

生

物

多

様

性

の

保

全

と

い

う

農

業

の

多

面

的

機

能

は

従

来

以

上

に

後

景

に

追

い

や

ら

れ

て

し

ま

っ

た

。

「

み

ど

り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

で

は

、

背

景

や

政

策

の

方

向

性

と

し

て

生

物

多

様

性

に

ふ

れ

て

い

る

が

、

具

体

的

な

取

組

と

し

て

は

一

切

言

及

さ

れ

て

い

な

い

。

ま

た

、

具

体

的

な

数

値

目

標

と

し

て

の

Ｋ

Ｐ

Ｉ

２

０

３

０

は

脱

炭

素

化

だ

け

に

焦

点

を

当

て

て

い

る

し

、

い

わ

ゆ

る

「

み

ど

り

法

」

も

生

物

多

様

性

へ

の

言

及

は

な

い

に

等
し

い

。

生

物

多

様

性

よ

り

も

脱

炭

素

化

だ

と

い

う

方

向

は

、

例

え

ば

メ

タ

ン

の

抑

制

を

名

目

に

、

中

干

を

徹

底

し

よ

う

と
す

る
政
策
に
典
型
的
に
示
さ
れ

て
い
る
。
中
干
が
環
境
直
接

支
払
の
メ
ニ
ュ
ー
に
入
っ
て

い
る
こ
と
も
そ
う
で
あ
る
。

中
干
を
徹
底
す
る
と
、
オ
タ

マ
ジ
ャ
ク
シ
や
ヤ
ゴ
が
成
体

に
な
る
こ
と
が
で
き
ず
に
死

ん
で
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
中

干
は
生
物
多
様
性
に
悪
影
響

を
与
え
る
。
そ
う
い
う
中
干

に
助
成
金
を
つ
け
る
こ
と
は
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
環
境
政
策
で

あ
る
。
適
切
な
中
干
や
、
中

干
な
し
で
メ
タ
ン
を
抑
制
で

き
る
民
間
技
術
も
開
発
さ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
技
術
の

普
及
に
こ
そ
、
政
策
資
源
を

投
入
す
べ
き
だ
ろ
う
。

（
当
セ
ン
タ
ー
理
事
・
近
畿
大
学

名
誉
教
授
）

生
物
多
様
性
の
保
全
と
農
業(

３)
-

改
訂
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
多
面
的
機
能
論
と
生
物
多
様
性-

←

↓

池
上
甲
一

時

論

農
協
問
題
総
合
研
究
会

開
催
の
ご
案
内



た
「
協
同
の
体
験
を
語
り
継

ぐ
」
取
り
組
み
―
」
黒
田
直

義
氏
（
コ
ー
プ
こ
う
べ
執
行

役
員

人
事
・
総
務
統
轄
本
部

長
）
、
「
人
の
組
織
か
ら
日

本
型
総
合
農
協
の
ゆ
く
え
を

考
え
る
」
石
田
正
昭
氏
（
三

重
大
学
名
誉
教
授
）
、
「
№

１
き
も
つ
き
実
現
の
た
め
の

わ
が
Ｊ
Ａ
の
改
革
の
実
践
―

Ｊ
Ａ
ト
ッ
プ
と
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
こ
と
を
振
り
返
っ

て
―
」
下
小
野
田
寛
氏
（
前

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
代
表

理
事
組
合
長
）
、
「
迫
り
来

る
危
機
を
ど
う
打
開
す
る
か

―

10
年
後
を
見
通
し
た
戦
略

的
対
応
を
考
え
る
―
」
増
田

佳
昭
氏
（
滋
賀
県
立
大
学
名

誉
教
授
）
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
「
「
人
の
『
組
織
』
」
か

ら
Ｊ
Ａ
改
革
を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
田
中
均
氏
（
Ｊ
Ａ

松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
代
表
理
事

組

合

長

）

、

生

川

秀

治

氏

（
Ｊ
Ａ
み
え
き
た
代
表
理
事

組
合
長
）
ら
か
ら
の
実
践
報

告
を
も
と
に
討
論
し
ま
す
。

８

月

８

日

（

木

）

～

９

日

（

金

）

、

京

都

Ｊ

Ａ

ビ

ル
で
開
催
し
ま
す
。

報

告

は

「

持

続

可

能

な

地

域

づ

く

り

に

果

た

す

自

治

体

・

Ｊ

Ａ

の

役

割

」

岡

田

知

弘

氏

（

京

都

橘

大

学

教

授

・

京

都

大

学

名

誉

教

授

）

、

「

『

農

』

で

地

域

を
元
気
に
す
る
―
自
治
体
・

Ｊ
Ａ
へ
の
期
待
と
注
文
―
」

榊

田

み

ど

り

氏

（

明

治

大

学
客
員
教
授
・
農
業
ジ
ャ
ー

ナ

リ

ス

ト

）

、

「

わ

が

国

農

業

の

基

本

課

題

と

今

後

の

展

望

―

基

本

法

見

直

し

で

欠

け

て

い

た

も

の

は

何

か

―

」

谷

口

信

和

氏

（

東

京

大

学

名

誉

教

授

）

。

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

は

「

地

域

農

業

振

興

・

活

性

化

で

果

た

す

べ

き

自

治

体

・

Ｊ

Ａ

の

役

割

―

こ

れ

か

ら

の

機

能

発

揮

と

連

携

の

あ

り

方

を

め

ぐ

っ

て

―

」

を

テ

ー

マ

に

秋

山

豊

氏

（

Ｊ

Ａ

常

陸

代

表

理

事

組

合

長

）

、

河

合

勝

正

氏

（

公

益

財

団

法

人

農

林

業

公

社

し

ん

し

ろ

理

事

・

元

Ｊ

Ａ

愛

知

東

代

表

理

事

組

合

長

）

ら

か

ら

の

実

践

報

告

を

も

と

に

討

論
し
ま
す
。

今

年

度

は

コ

ロ

ナ

禍

で

中

止

し

て

い

た

懇

談

会

を

再
開
し
ま
す
。

今
年
度
か
ら
当
セ
ン
タ
ー

が

毎

年

度

開

催

し

て

お

り

ま

す

７

回

の

研

究

会

を

割

引

価

格

で

参

加

で

き

る

年

間

予

約

コ

ー

ス

を

設

定

し

ま

し

た

。

是

非

と

も

ご

活

用
く
だ
さ
い
。

詳
細

は

、h
t
t
p
s
:
/
/

a
g
r
i
d
t
c
.
o
r
.
j
p
/
n
i

t
t
e
i
.
h
t
m
l

に
掲
載
。
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一
昨
年
、
Ｊ
Ａ
全
中
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
掛
川
の
「
大
日
本

報
徳
社
」
を
訪
れ
る
機
会
に

恵
ま
れ
た
。
国
の
重
要
文
化

財
で
あ
る
大
講
堂
で
聞
い
た

鷲
山
恭
彦
氏
の
講
義
は
貴
重

な
体
験
だ
っ
た
。
そ
の
時
に

前
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
組

合
長
の
下
小
野
田
さ
ん
と
の

縁
で
鹿
児
島
で
「
怠
れ
ば
廃

る
塾
」
を
主
宰
し
て
い
る
八

幡
正
則
さ
ん
と
知
り
合
っ
た
。

知
り
合
っ
た
と
い
っ
て
も
お

会
い
し
た
こ
と
も
な
い
が
手

紙
、
ま
た
月
に
一
度
の
塾
報

が
届
く
。
「
農
協
運
動
心
得

六
か
条
」
御
年

94
歳
、
全

く
頭
が
下
が
る
と
い
う
か
、

形
容
詞
が
思
い
つ
か
な
い
。

ま
さ
し
く
報
徳
思
想
で
の

Ｊ
Ａ
。
掛
川
か
ら
こ
っ
ち
に

帰
っ
て
融
資
の
営
業
で
あ
る

企
業
の
社
長
さ
ん
と
会
っ
た

の
だ
が
そ
の
社
長
は
「
道
経

一
体
」
と
い
う
言
葉
を
使
わ

れ
た
。
道
徳
と
経
営
は
一
体

で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

尊
徳
翁
の
言
葉
に
「
道
徳

な
き
経
済
は
犯
罪
で
あ
り
経

済
無
き
道
徳
は
寝
言
で
あ
る
」

と
い
う
の
が
あ
る
。

こ

れ

は

私

の

Ｊ

Ａ

経

営

の
根
幹
を
な
す
有
り
難
い
言

葉
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の

意
味
で
私
は
職
員
に
常
が
ね

「
Ｊ
Ａ
職
員
は
『
片
手
に
ロ

マ
ン
片
手
に
ソ
ロ
バ
ン
』
」

と
言
っ
て
い
る
。
農
業
開
発

研
修
セ
ン
タ
ー
に
は
Ｊ
Ａ
に

と
っ
て
改
革
す
る
も
の
は
何

な
の
か
？
守
る
も
の
は
何
な

の
か
？
Ｊ
Ａ
は
何
処
へ
行
こ

う
と
し
て
い
る
の
か
？
確
か

に
聴
講
を
し
て
意
見
や
質
問

を
行
う
時
間
は
あ
る
が
、
こ

う
い
っ
た
事
象
に
対
し
て
議

論
を
深
め
る
場
が
少
な
い
よ

う
に
感
じ
る
。
た
だ
、
そ
れ

で
も
い
つ
も
大
き
な
刺
激
を

も
ら
っ
て
京
都
を
後
に
す
る

の
だ
が
。

最
後
に
「
も
し
ト
ラ
」
が

現
実
味
を
帯
び
て
来
て
い
る

と
い
う
。
ト
ラ
ン
プ
氏
の
側

近
で
前
国
務
長
官
だ
っ
た
マ

イ
ク
・
ポ
ン
ぺ
オ
氏
の
言
葉

を
借
り
て
こ
の
稿
を
閉
じ
さ

せ
て
頂
く
。
「
我
々
に
で
き

る
唯
一
の
こ
と
は
ひ
た
す
ら

学
び
知
識
を
取
り
入
れ
、
周

り
の
賢
人
た
ち
の
声
に
耳
を

傾
け
、
そ
し
て
行
動
に
移
す

こ
と
だ
」

（
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
常
務
理
事
）

片
手
に
ロ
マ
ン
片
手
に
ソ
ロ
バ
ン

←

↓

竹
下
克
美

地
域
農
業
振
興
に
関
す
る
研
究
会

開
催
の
ご
案
内

会
員
の
声


